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“シーベルト”を単位とする線量 

①全身被ばく 
実効線量 

②内部被ばく 
預託実効線量 

③局所被ばく 
等価線量 

④サーベイメータ 
 の読み取り値 

放射線の単位 

サーベイメータ 

放射性物質 
（放射性ヨウ素、 
 放射性セシウムなど） 

個人線量計 

　シーベルトは、①全身が受ける放射線の量（実効線量）、②内部被ばくによって受
ける放射線の量（預託実効線量）、③ある場所だけ放射線を受ける局所被ばくの量（等
価線量）、の単位として用いられています。どれも被ばくした個人や組織におけるがん、
遺伝性影響の発生リスクを考慮して表されている点は共通です。
　また、④サーベイメータの読み取り値にもシーベルトが使われているものもありま
す。これは空気の吸収線量（グレイ）にある係数をかけてシーベルト換算し、人間が
受ける実効線量の大きめの近似値として表示されているものです。全身均等被ばくの
場合の実効線量シーベルトの近似値と考えてよいでしょう。
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さまざまな測定機器 

ゲルマニウム 
半導体検出器 

光刺激ルミネッセンス 
線量計（OSL） 

NaI（Tl）シンチレーション式 
サーベイメータ 

蛍光ガラス線量計 

GM計数管式 
サーベイメータ 

電子式線量計 

個人線量計 

線量測定と計算 

測定機器 

　どのような目的で放射線を測定するかによって、用いる測定機器を選ぶ必要があり
ます。
　放射性物質の種類と量を調べるには、ゲルマニウム半導体検出器やNaI（Tl）シン
チレーション式検出器などを備えたγ（ガンマ）線のエネルギーが識別できる装置を
用います。ゲルマニウム半導体検出器は、主に水、食品などの汚染状況を調べる際に
も用いられる装置で、放射性物質の種類ごとの量を正確に測定する際に用いられます。
しかしγ線を出さない放射性物質を調べることはできません。
　外部被ばく線量を計算するには、空間放射線量率を正確に測定する必要があります。
空間放射線量率の測定には電離箱式やエネルギー補償型のサーベイメータが最も適し
ています。GM計数管式サーベイメータを利用する場合は、空間線量率が実際より
も高めに出ることが多いので気をつける必要があります。
　個人線量計としては、光刺激ルミネッセンス線量計（OSL）、蛍光ガラス線量計、
電子式線量計など、いろいろなタイプがあります。男性は胸に、女性は妊娠の可能性
も考慮し腹部に付けることが一般的です。
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